






























元前 560 年よりも後、弥生前期末は紀元前 260 年以降と考えた。そして、これらの年代観が人骨の炭
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もう少し細かくみて、考古学的時期と気候変動、較正年代の関係を検討しよう。図 1 は、炭素 14 年
代 2500 年 BC を前後する時期の較正曲線 IntCal13（Reimer et al. 2013）を拡大したグラフである。
黒川式期と夜臼Ⅰ式期の間の砂丘形成期は、このグラフで示された較正曲線のどこに当たるのであろ
うか。
　無文土器前期・中期炭素 14 年代の較正年代の境界は 800calBC にあることから（端野 2010b）、無
文土器中期の始まりよりやや新しい夜臼Ⅰ式期の始まりは 800calBC 以降になる。そして、夜臼式期
のシカ年代および海洋リザーバー効果を補正した人骨年代もまた 800calBC 以降であり（田中ほか
2004；田中 2011）、東北アジアの青銅器に対する検討によって、夜臼Ⅰ式期の始まりは紀元前 8 世紀
より確実に下るという主張（岩永 2011）もある。こうしたことをふまえ、800calBC 以降の較正曲線
に砂丘形成期（寒冷期）に相当する部分を探し求めると、730calBC ～ 670calBC の範囲に横ばいから
急激に上昇する部分が、これに相当すると考えられる。
　それでは、この寒冷期の考古学的時期は、より正確にはいつになるであろうか。730calBC ～





















2014b）。その結果、確認できた確度の高い寒冷期のうち、紀元前 1000 年～紀元 200 年の寒冷期、さ












































　以上の年代観をふまえ、水稲農耕伝播のメカニズムについて、予察したい（図 2）。渡来第 1 段階
の始まりは、730calBC からの寒冷期の開始と時を同じくする。そして、この気候の悪化は、畑作を



















































































































































































































































































































































































































前 8 世紀という年代観（宮本 2008）に改めた。その後、宮本（2011b）は、今村・藤尾（2009）が炭
素 14 生成率で示した三つの寒冷期のうち、紀元前 850 ～ 700 年ごろの寒冷期を、最も炭素 14 生成
率が高く、その期間も比較的長いことから社会経済に最も影響を与えた段階として捉え、これを遺
跡数の減少期、風成砂丘の形成時期（甲元 2005；田崎 2008）に対応させた。同時に、この寒冷期を
「黒川式新段階や江辻遺跡第 4地点 SX-1 段階に相当し、弥生時代開始期すなわち夜臼Ⅰ式に先行する





紀元前 850 ～ 720 年ごろ、紀元前 680 ～ 660 年ごろ、紀元前 420 ～ 340 年ごろの三つの寒冷期を読み
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骨の炭素 14 年代測定結果からみて、弥生時代の開始年代は紀元前 700 年より古くはなりえない（田
中 2009，2011）。また、東北アジア青銅器の実年代観からみて、夜臼Ⅰ式期に併行する半島の無文土
器中期前半（休岩里式期）の上限年代は、紀元前 8 世紀より確実に下る（岩永 2011）註 3）。したがっ
て、縄文晩期後葉（弥生早期）の開始年代を紀元前 8 世紀とみなす宮本の年代観（宮本 2008）はや
はり受け入れがたい。ちなみに、宮本（2011b）は、今村・藤尾（2009）の炭素 14 生成率による紀元
前 850 ～ 700 年ごろの寒冷期を「黒川式新段階や江辻遺跡第 4地点 SX-1 段階」に相当する時期と捉え、
夜臼Ⅰ式期の実年代が紀元前 8 世紀という年代観（宮本 2008）とも合致するとしたが、これは正し





たように、較正曲線の 850 ～ 700calBC 部分に寒冷期は読み取れない。この部分に相当する時期は、
較正曲線が右下がりの形状をなしていることから、大気中の炭素 14 の生成量が少ない時期、すなわ
ち温暖期であったとみなせる。宮本は較正曲線からの気候変動の読み取り方を誤解している。寒冷期
が読み取れるのは、較正曲線が平坦あるいは上昇する部分であり、本稿では 730 ～ 670calBC にそれ
を認めた。











































　なお、本稿は JSPS 科研費 09J04282、平成 26 年度高梨学術奨励基金若手研究助成による。
註




　 　まず、旧稿で夜臼Ⅰ式期開始年代の上限を紀元前 600 年以降としたのは、岩永（2011）に従っ











元前 560 年のどこかにあり、夜臼Ⅰ式期の終了年代を紀元前 560 年以降とみた。しかし、較正曲
線が下降する部分は、560calBC 以降よりも前の 670calBC 以降にも存在しており、夜臼Ⅰ式期の
開始を必ずしも紀元前 6 世紀以降とみる必要がないとすれば、670calBC 以降の一定期間を砂丘安
定期とみなし、かつそこに夜臼Ⅰ式期の一点を求めることは可能であろう。
2．宮本（2011b）では、宮本（2005，2009）で夜臼Ⅰ式期の直前期に対応させていた寒冷期の考古学
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